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54       本宮⼭ 
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
本宮⼭は新城市，豊川市，岡崎市の境界ある標⾼ 789m の⼭で，⼭頂付近には三河⼀宮砥⿅神社の
奥宮があります。本宮⼭は⾼温低圧型の領家変成帯の岩⽯で構成されています。⼭の北側は標⾼
600〜700ｍの起伏の少ない地形（準平原）が広がっており三河⾼原と呼ばれています。 

 
 

本宮⼭地域には，美濃帯の主に泥岩や，砂岩，チ
ャートなどが変成作⽤を受けた岩⽯から構成さ
れる領家変成岩類と，それらに後から貫⼊してき
た新期花崗岩類（新城トーナル岩や武節花崗岩）
が分布しています。花崗岩に接する地域（紅柱⽯
帯とさらに北側に分布する主として珪質岩）は接
触変成作⽤も受けています。 
ほとんどの場合，⽚理と⽚⿇状構造は原岩の美濃
帯の岩⽯の層理と⼀致し，東北東-⻄南⻄で多く
は北傾斜で，地域の南南東に向かうにつれて次第
に緩くなっています。北⻄側の美濃帯に近づくほ
ど変成度は⼩さくなり，美濃帯の中・古⽣代の付加体
の岩⽯に移り変わっていきます。また，南東の中央構造線に近づく⽅向でも変成度は低下し，とくに中央構造線
付近で急激に低下する特徴があります。このため，領家帯の南半部が削られて無くなってしまったという考えも
あります。主に泥質岩の鉱物組成から紅柱⽯帯，珪線⽯帯，珪線⽯-カリ⻑⽯帯に区分されます。CHIME 年代法
などによる領家変成岩の形成年代は 9800 万年前〜1.02 億年前（Suzuki and Adachi，1998）です。鈴⽊ほか（2000）
によれば，1.8 億年前以降の堆積岩が，約１億年前に変成作⽤を受けたとされます。 
 ⼭頂付近は変成砂岩が主に分布しています。変成砂岩は塊状で⽚理構造や線構造がほとんど⾒られず，ほぼ均
質な中粒〜粗粒の変成岩（砂質グラノフェルス）で，灰⾊から暗灰⾊をしています。弱い縞状構造と⽚理が発達
する砂質⽚⿇岩となっているところもあります。⼭頂の三⾓点付近（図 3 e 地点，図 4 e2 地点）や，その南

  図 2 周辺地質図（三宅ほか，2006 に加筆） 

図 1 本宮⼭⼭頂付近周辺地形図（地理院地図に加筆） 



東部（図 5 f 地点）では砂質⽚岩がみられます。 

⼭頂付近にある駐⾞場の⻄⽅には変成砂岩中にレンズ
状に変成泥岩が分布しています。駐⾞場から南⻄⽅向
へ変成泥岩分布地域に添うような道を進むと珪線⽯を
含む国⾒岩（天の磐座）があり，さらに坂を下っていく
と珪線⽯を含む変成泥岩が散在しています（P01a〜d）。
坂道の路⾯の敷⽯にも同様の岩⽯が⾒られます。⾼温
下で形成された⽚⿇岩中などの珪線⽯は地表付近の⽔
や⼆酸化炭素による⾵化作⽤によって，⽩雲⺟や粘⼟
鉱物に変質しやすい傾向があります。ここで⾒られる
珪線⽯にも⽩雲⺟が認められます。本宮⼭の珪線⽯は，
愛知県（1938）に「⾵化した表⾯に珪線⽯が灰褐⾊を
して，ガマの背のいぼのようにボツボツとしている。」
と紹介されています。 
変成分帯の仕⽅は研究者によって異なり，「紅柱⽯帯」，「珪線⽯帯」，「珪線⽯‒カリ⻑⽯帯」に分帯されたり，「紅
柱⽯帯」と「珪線⽯帯」に分帯する考えが出され，近年では接触変成帯の「カリ⻑⽯菫⻘⽯帯」，広域変成帯の
「⿊雲⺟帯」，「カリ⻑⽯珪線⽯帯」，「ざくろ⽯菫⻘⽯帯」の 4 帯に分帯する考えが提案されています。 

 

図 6 国⾒岩 地点 1a               図 7    珪線⽯を含む国⾒岩北⻄⽅ 地点 1c 

    図 3 ⼭頂付近の砂質⽚岩（e 地点）            図 4 図 3 に隣接した砂質⽚岩（e2 地点） 

     図 5 砂質⽚岩 （ｆ地点） 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
※珪線⽯：アルミニウムのケイ酸塩 （Al2SiO5）からなる鉱物で，多形として藍晶⽯と紅柱⽯があります。⾼温・
低圧で安定で，泥質岩起源の変成岩などに産します。 
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  図 8 珪線⽯を含む泥質⽚岩 

図 9 珪線⽯（南アフリカ産）


